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L. 松 田 佳 明
ま つ だ よ し あ き

1 開会宣言並びに開会ゴング L. 伊 東 隆 志
い と う た か し

2 出席者の紹介 L. 松 田 佳 明
ま つ だ よ し あ き

3 物故会員への黙祷 L. 田 尾 忠 正
た お た だ ま さ

4頁

4 地区ガバナー挨拶 L. 伊 東 隆 志
い と う た か し

5 副地区ガバナー挨拶 L. 大 島
お お し ま

尚 久
な お ひ さ

L. 広 瀬 寛 人
ひ ろ せ ひ ろ と

6 キャビネット報告

報告第 1号 ： 地区内運営の基本方針 L. 二 宮 雄 一
に の み や ゆ う い ち

報告第 2号 ： 国際会長メッセージ L. 二 宮 雄 一
に の み や ゆ う い ち

報告第 3号 ： 複合地区各種会議 L. 二 宮 雄 一
に の み や ゆ う い ち

報告第 4号 ＣＡＢ幹事 L. 二 宮 雄 一
に の み や ゆ う い ち

報告第 5号 ： 331-B地区引継報告 L. 二 宮 雄 一
に の み や ゆ う い ち

7 審議事項

議長就任 L. 伊 東 隆 志
い と う た か し

：前年度会計決算報告並びに承認を求める件

（１） 前年度会計報告 L. 梅 村
う め む ら

俊 範
と し の り

１０１頁

（２） 前年度監査報告 L. 伊 東
い と う

隆 志
た か し

議案第 3号 ： 331-B地区キャビネット会則 L. 二 宮 雄 一
に の み や ゆ う い ち

議案第 4号 L. 山 田 兼 士
や ま だ か ず ひ と

議案第 5号 L. 山 田 兼 士
や ま だ か ず ひ と

議案第 6号 L. 山 田 兼 士
や ま だ か ず ひ と

議案第 7号 L. 山 田 兼 士
や ま だ か ず ひ と

議案第 8号 L. 山 田 兼 士
や ま だ か ず ひ と

議案第 9号 L. 伊 東 隆 志
い と う た か し

議案第 10号 ： CAB幹事・会計に対する職務執行の保障と担保

L. 伊 東 隆 志
い と う た か し

議案第 11号 ： 2023-2024年度 会報評価について ＣＡＢ幹事 L. 二 宮 雄 一
に の み や ゆ う い ち

第第11回回キキャャビビネネッットト会会議議次次第第

　　　　地区ガバナー　

運営副委員長

運営委員長

         地区ガバナー　

議案第 1号・2号

第一副地区ガバナー

第二副地区ガバナー

ＣＡＢ幹事

ＣＡＢ幹事

ＣＡＢ幹事

： 会員並びにクラブ活動状況報告集計表

ＣＡＢ幹事

地区ガバナー

： 本年度取引金融機関の承認 ＣＡＢ会計

前CAB会計

前CAB監査委員

ＣＡＢ幹事

： キャビネット旅費支給規定 ＣＡＢ会計

：  リジョン・ゾーン経費算定基準 ＣＡＢ会計

司会 ： 運営副委員長

： 地区会計監査委員の委嘱 地区ガバナー

地区ガバナー

： 地区キャビネット慶弔規程 ＣＡＢ会計

： 本年度会計予算承認 ＣＡＢ会計
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獅子の肉体は滅びても培われた魂は滅びず、永く世に貢献する。北の大地

で志を半ばにしてご逝去された、我が同士の雄姿を忘れることは決してな

く、獅子の栄誉は永遠に銘記されていく。故人に寄せる想いは去りがたく

331-B地区会員一同謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

　　　

2024年3月25日 Ｌ. ７１歳 （猿払ＬＣ）

2024年3月26日 Ｌ. ７２歳 （北見中央ＬＣ）

2024年4月1日 Ｌ. ７９歳 （帯広かしわＬＣ）

2024年4月8日 Ｌ.  ７８歳 （白糠ＬＣ）

広瀬
ひろせ

　　豪
たけし

山下
やました

　陸夫
りくお

獅子の魂は永遠に

（2024年3月21日～2024年6月30日迄の物故者名）

物　故　会　員

巽
たつみ

　　　昭
あきら

古川
ふるかわ

　公
きみはる

晴
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2022.6.30
A B A-B

1. 
0 0 0

343,884,787 304,466,579 39,418,208
9,357,143 8,364,108 993,035
10,693,127 9,719,097 974,030

0 314,550
37,227 188,243  151,016

363,972,284 323,052,577 40,919,707

2. 
1 0 0 0
2 0 0 0
3

13,442,880 11,976,840 1,466,040
4,036,576 108,639 3,927,937
17,479,456 12,085,479 5,393,977
17,479,456 12,085,479 5,393,977
381,451,740 335,138,056 46,313,684

1. 
8,683,694 100,900 8,582,794
6,848,404 7,306,718  458,314
386,500 33,400 353,100
3,420,641 3,634,861  214,220
19,339,239 11,075,879 8,263,360

2. 0 0 0
19,339,239 11,075,879 8,263,360

1. 0 0 0
2. 362,112,501 324,062,177 38,050,324

362,112,501 324,062,177 38,050,324
381,451,740 335,138,056 46,313,684

    2023 6 30
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A B A-B

1. 
1

72,000,000 77,104,800 78,471,840  1,367,040 107.1%
0 79,093 112,338  33,245

20,414,654 21,849,035 18,760,451 3,088,584 107.0%
120,000 238,000 129,500 108,500 198.3%

23,400,000 15,913,162 24,371,601  8,458,439 68.0%
180,000 174,240 174,240 0 96.8%

0 0 12  12
350,000 284,886 378,851  93,965 81.4%

3,600,000 990,000 1,183,000  193,000 27.5%
2 17,000,000 13,716,934 705,536 13,011,398 80.7%

137,064,654 130,350,150 124,287,369 6,062,781 95.1%
2

(44,000,000) (31,031,287) (45,699,903)  14,668,616 70.5%
10,200,000 7,043,300 10,425,800  3,382,500 69.1%
23,400,000 16,335,719 24,986,524  8,650,805 69.8%

5,460,000 4,198,418 5,356,267  1,157,849 76.9%
0 0 792  792

80,000 59,900 80,700  20,800 74.9%
4,860,000 3,393,950 4,849,820  1,455,870 69.8%

0 0 0 0 ─
(9,090,000) (8,313,789) (5,062,448) 3,251,341 91.5%

2,740,000 2,146,919 1,943,889 203,030 78.4%
3,780,000 2,912,800 2,061,950 850,850 77.1%

970,000 971,520 971,520 0 100.2%
1,600,000 2,282,550 85,089 2,197,461 142.7%

(3,600,000) (1,342,489) (2,082,125)  739,636 37.3%
3,500,000 1,341,000 1,938,300  597,300 38.3%

50,000 0 143,825  143,825 0.0%
50,000 1,489 0 1,489 3.0%

0 685,850 0 685,850 ─
13,450,000 8,802,420 359,467 8,442,953 65.4%

(71,790,000) (63,764,430) (67,491,754)  3,727,324 88.8%
2,000,000 2,584,779 3,989,660  1,404,881 129.2%

600,000 280,000 375,648  95,648 46.7%
1,300,000 2,034,010 0 2,034,010 156.5%

NLLI 1,500,000 693,000 0 693,000 46.2%
35,990,000 28,958,885 34,345,338  5,386,453 80.5%

5,370,000 3,680,935 4,649,979  969,044 68.5%
1,600,000 1,228,811 1,462,445  233,634 76.8%

400,000 386,031 459,918  73,887 96.5%
1,420,000 1,249,622 1,238,986 10,636 88.0%

350,000 178,600 199,748  21,148 51.0%
600,000 612,556 554,933 57,623 102.1%

50,000 58,800 58,800 0 117.6%
700,000 671,880 671,880 0 96.0%

1,870,000 1,532,520 1,659,020  126,500 82.0%
260,000 297,252 291,691 5,561 114.3%

1,160,000 1,188,000 1,199,000  11,000 102.4%
14,000,000 14,288,348 14,054,712 233,636 102.1%

800,000 948,214 762,935 185,279 118.5%
720,000 1,000,951 922,917 78,034 139.0%
550,000 1,409,604 478,344 931,260 256.3%
550,000 481,632 115,800 365,832 87.6%

141,930,000 113,940,265 120,695,697  6,755,432 80.3%
 4,865,346 16,409,885 3,591,672 12,818,213

2. 
1

28,800,000 ─
590,000 0 590,000 ─

0 29,390,000 0 29,390,000 ─
2

0 7,541,876 7,541,876 ─
0 207,685 207,685 ─

15,979 ─
0 7,749,561 15,979 7,733,582 ─
0 21,640,439  15,979 21,656,418 ─

3. 
1

5,000,000
2 0

5,000,000
134,654 38,050,324 3,575,693 34,474,631

324,062,177 320,486,484 3,575,693
362,112,501 324,062,177 38,050,324

 
0 0 0
0 0 0
0 0 0

 362,112,501 324,062,177 38,050,324

2022 7 1 2023 6 30
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0
7,306,783

336,578,004
0

9,357,143
353,241,930

10,660,127
33,000

10,693,127
10,349

26,878
37,227

363,972,284

13,442,880
13,442,880

1
1
1

658,452
744,205
721,875

1,453,650
458,391

4,036,576
17,479,456

381,451,740

88,800
6,466,344

280,000
1,848,550
8,683,694
6,848,404
6,848,404

386,500
386,500
252,064
181,000
330,000
946,198
553,000
458,379
700,000

3,420,641
19,339,239

0
19,339,239

362,112,501

    2023 6 30
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第9回会議  報告書 

 
日　時：2024年4月8日（月）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 

出席者： 国際理事                            城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　   一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 

　　　　委員                                   渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人理事長        田名部智之（青森県･八戸ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人常務理事     星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長　 

欠席者： 国際理事                            鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                            濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　）　　　　　　　　

　　　　委員                                   上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　ITアドバイザー                 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）　 

 
◉ 

 
　藤谷委員長からの開会あいさつで、台湾地震、能登半島地震の被災者に対する見
舞いの言葉が述べられ、またライオン誌印刷版春号から社団事務長である増澤委員
の制作協力を得ていることに感謝の意が表された。次に城阪国際理事からあいさつ
があり、「ライオン誌に関する問題について国内だけでなく国際本部とも協議を
し、国際本部からの回答文書を田名部理事長に提出した。田名部理事長と藤谷委員
長の下、次回のライオン誌検討委員会で解決が諮られるものと考えている。委員会
には充実したライオン誌を作るという使命を果たしていただくことを期待してい
る」と述べられた。続く田名部理事長のあいさつでは「今期また来期の委員会がラ
イオン誌編集に集中出来る環境を構築したい。5月中に第3回ライオン誌検討委員会
を開催し合意にこぎ着けたい」との発言があった。 

　あいさつの後、出席者を確認し、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 

2023-24-L-M
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　【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営 

●2023年7月～2024年2月ライオン誌関係会計報告 

　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。2月は印刷版ライオン誌の発行がなかったので直接出版費は前
月からほぼ変わらず24,423,698円（予算執行率76.8%）。毎月発行のデジタル
版関連費は8回発行完了し3,564,182円（同51.2%）。予算に沿って運営されて
いることを確認した。 
●2024-25年度ライオン誌予算案 

　ライオン誌委員会で作成する次年度予算案について、団編集長から社団
事務長である増澤委員に提出期限を確認し、5月14日の第11回理事会までの
提出が望ましいとの回答があった。前回委員会で次年度予算案作成に当た
り直接出版費（印刷・発送・取材）の相見積を取ることになり、それぞれ3
社以上に見積を依頼。各社から提出された見積を一覧にした比較表を資料
として団編集長から説明があった。 

　印刷と発送については、いずれも現在外注している業者の提示額が最も
安価であることを確認。印刷は共同印刷、個人発送は宛名商会、クラブ発
送は障害者支援情報センター（梱包）及び佐川急便（発送）の見積額をも
って、次年度予算案を作成することを承認した。 

　取材については、現在の外注先であるCUBEから7月以降の受託辞退の申
し出があり、他の2社から提示された見積額は現行より3～7割増しとなって
いる。これについて団編集長から「ウェブマガジン7月号と印刷版夏号まで
の取材記事は従来通りに掲載出来る。それ以降の取材等については次期委
員会の担当だが、次期になってからの対応では間に合わないため今期中に
考えておく必要がある。取材方法については今期委員会でもさまざまな意
見が出されており議論が必要だが、期限までに予算案を提出するために見
積額を基に予算立てし、必要に応じて修正するようにしたい」との考えが
示された。また、ライオン誌の質を維持するためには専門家による取材が
必要なのか、あるいは必要なスキルを持つ会員で取材を行えるように出来
るのかなど、今後の取材方法や記事・表紙などの編集に関して、建設的な
意見を出してもらえるよう各委員に求めた。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2024年4月号（4月1日公開）出来 

　公開済みの4月号出来を確認した。4月の「国際会長メッセージ」は4月2日に
国際本部から配信されて編集作業を進めており、近日中に公開する。 
●2024年5～7月号更新予定（案） 

　5～7月号の主要コンテンツの内容を確認した。4月10日にライオン誌委員5人
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で能登半島地震の被災地での取材を行い、5、6月号に取材記事を掲載する。前
回委員会で取材候補に決定した「取材リポート」3件のうち、日程が確定してい
る1件を6月号掲載とした。実施日未定の残る2件は7月号掲載とするが、うち1件
は中止の可能性もあるため、代替案も用意しながら準備を進める。 

 
3. 印刷版編集関係 
●2024年春号（4月25日発行）台割 

　44ページ建ての台割に沿って編集中の春号の記事を確認した。「特集①
能登半島地震」「ミッション1.5」（国際協会配信）「特集②小児がん」「国
際理事だより：城阪国際理事」「編集室：団編集長、増澤委員」。 

　この号から社団事務長の増澤委員がレイアウトを担当し、従来のA4判変
型からA4版フルサイズに変更している。団編集長から増澤委員の協力に謝
意が伝えられた。また、春号の記事について出席者に発言を求め、以下の
ような感想、意見が出された。 

「すばらしい内容で構成されており、特に問題点はない」（330・田中委
員、331・馬場委員） 

「判型の変更で比率が変わったことや、時間的な難しさもあったが、委員
会に間に合わせることが出来てよかった」（334・増澤委員） 

「読みごたえある記事の集合体で読者にも喜ばれると思う。サイズ変更で
どのような仕上がりになるか楽しみにしている」（337・渕野委員） 

「新たな取り組みもあり、今後編集長を先頭に新しい態勢を作って発展し
ていくものと感じた」（田名部理事長） 

「取材記事は投稿に比べて質が高く、全てを会員で行うのは心配な面もあ
る。専門家による記事が一つは必要と感じる」（星野常務理事） 

「良いライオン誌が出来ており来期以降にも期待している。来期は配布の
範囲が重要な課題になると考える。経費節減ばかりではなく、ライオン誌
をより良くするためであれば、委員会として責任を持って社団に必要な予
算を求めればよいと思う」（城阪国際理事） 

　この他に藤谷委員長から、一部に文字が小さく読みにくい箇所があると
の指摘があり、サイズを大きくする修正を行うこととした。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 

　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
 

5. その他 
●ウェブマガジンの改修 
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　ウェブマガジン構築を担当した共同印刷から提出されたサイト改修の概
算見積を確認し、検討した。修正が必要な箇所は、ライオン誌出版物を
PDF配布にしたことに伴う注文関係のページの削除、分野別記事収集用タ
グの変更・グローバル奉仕分野の追加など。団編集長から修正箇所につい
て説明があり、そのうちウェブマガジンのバックナンバーを現在の過去12
カ月分表示から全号にする修正は費用対効果を考慮して不要とし、総額約
50万円の費用で改修を行うことが提案された。また、改修費用については
今年度のデジタル版関連費の予算内で賄えるとの見込みが示された。この
提案に対する委員の判断が分かれたことから、団編集長の発案で各委員の
意見を聴き取るアンケートを行うことにした。 
 

●ServannA（サバンナ）関係 

　欠席した荘ITアドバイザーからの報告として、次の2点が伝えられた。 
●　OSEAL調整事務局を通じて本部へ問い合わせていたLion Portal移行に

よるeMMRへの影響について、技術担当者から「eMMRはこれまで通
り稼働する」と回答があった。 

●　サバンナへの特典会員（学生会員、レオライオン、若年成人会員）の
項目追加は現在進行中で、近々完成予定である。 

 

●ライオン誌公式SNS 

　ライオン誌が運用している公式SNSの登録者数のデータから、徐々に増
加していることを確認した。 

　これに関連して社団の星野常務理事から、来日中の国際本部・サンジー
ブ・アフジャ事務総長と面会した際、濱野国際理事と共にLion Portalに登
録された日本の会員のEメールアドレスをライオン誌普及に利用することが
可能か尋ねたところ、許可される可能性が高いという返答があったとの情
報が伝えられ、実現すればLINEだけでなくEメールを使った普及活動も出
来るようになる、とのコメントがあった。 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回以降開催予定】 
        5月 9日（木）14:00～16:00   第10回会議（Zoom） 
        6月13日（木）14:00～16:30   第11回会議（集合／日本ライオンズ事務所） 
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第10回会議  報告書 

 
日　時：2024年5月9日（木）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 
出席者： 委員長                            藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　編集長                            団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　）　　　　　　　　

　　　　委員                                   増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　   一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 

　　　　委員                                   上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人常務理事     星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長　 

　　　　ITアドバイザー                 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）　 

欠席者： 国際理事                            鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                            濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                            城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　） 

 
◉ 

 
　藤谷委員長からの開会あいさつ、社団の増澤専務理事、星野常務理事のあいさつ
の後、出席者を確認し、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 
 

　【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営 

●2023年7月～24年3月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。3月は印刷版ライオン誌の発行がなかったので直接出版費は前
月からほぼ変わらず24,423,940円（予算執行率76.8%）。毎月発行のデジタル
版関連費は9回発行完了し3,864,956円（同55.5%）。予算に沿って運営されて
いることを確認した。 
●2024-25年度ライオン誌予算案 
　前回委員会で採用した業者の見積を基に作成した2024-25年度ライオン誌
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予算案が提出され、印刷版及びウェブマガジンの編集にかかる費用などに
ついて団編集長から説明があり内容を確認。委員会の予算案として社団へ
提出することを決定した。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2024年5月号（5月1日公開）出来 
　公開済みの5月号出来を確認した。1日の公開後、国際本部からの配信を待っ
ていた「国際会長メッセージ」と、国際大会関係の指定記事（開催通知、公式通
達、国際第三副会長候補者）」も追加掲載した。 
●2024年6～7月号更新予定（案） 
　6～7月号の主要コンテンツの内容を確認した。7月号「取材リポート」の取
材対象としていた奉仕活動2件のうち1件が中止となったため、代替の取材対
象を決定した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　8月号「取材リポート」で取り上げる奉仕活動を検討し、候補2件を選んだ。 

 
3. 印刷版編集関係 
●2024年春号（4月25日発行／81,600部）出来 
　4月25日に発行した春号の出来を確認。この号から社団事務長の増澤委員
がレイアウトを担当した。A4フルサイズに変更したことにより誌面に余裕
が出来て見やすくなった点など、評価する意見が出された。 
●2024年夏号（7月25日発行）台割（案） 
　新年度関係の記事を掲載するため、基本の36ページに8ページを増やした
44ページ建ての台割を確認した。新年度関係の記事として指定記事の「表
紙・国際会長ポートレート」「2024-25年度国際会長テーマ」の他、「メル
ボルン国際大会」「2024-25年度地区ガバナー紹介」を掲載し、「国際理事だ
より」「GAT情報」「LCIF情報」「日本ライオンズ情報」は休載する。
「編集室」は次年度も留任する委員の担当とする。 

　「地区ガバナー紹介」の内容について検討した。昨年度と同じく年齢の
記載は任意とし、各地区ガバナーエレクトに原稿を依頼する。また、各地
区ガバナーが掲げるスローガンやテーマなどを分かりやすく載せれば参考
になるとの意見が出され、掲載方法などについて話し合った。スペースが
限られることから一律に記載するのは難しいところもあり、原稿と併せて
情報を収集した上で更に検討することにした。 

 
4. 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
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5. その他 
●第9回委員会の検討事項に関するアンケート 
　前回委員会で結論が出なかった案件2件について、委員会出席者を対象に
行ったアンケート結果が参考資料として提出され、確認した。 

　今後のライオン誌の記事編集に関する質問への回答では「専門家による
取材を継続した方がよい」が「委員やメンバーが出来る範囲で取材を行え
ばよい」を上回った。これについて団編集長から、現在取材を委託してい
る業者との契約が6月末で終了することから、他の業者の選定を進めると共
に委員の協力が必要になるとの見解が示され、出席者からは以下のような
意見が出された。 

「プロによる記事の方が読み手にとって良い」 
「全てをメンバーに任せるのは難しいが、その方向で努力すべき」 
「写真などスキルを持つメンバーを活用すべき」 
「誌面の充実には専門家の力は必要で、専門家とメンバーの両方をうまく
使っていけばよい」 
「良いものを作れるかどうかを念頭に置き、必要以上に経費を切り詰める
のは適切ではない」 

　意見交換の後に団編集長から、今年度委員会が編集に当たるウェブマガ
ジン8月号、印刷版夏号まではしっかりと任務を果たせるように取り組んで
いきたいとの発言があった。 
●ウェブマガジンの改修 
　上記アンケートで「提案通りに改修すべき」という意見が多数だったこ
とから、必要な修正を行うこととした。修正項目については共同印刷の担
当者と詳しい打ち合わせを行った上で決定する。 
●ServannA（サバンナ）関係 
　4月に国際本部のデジタルツールがMyLCIからLion Portalに移行したが、
移行後も問題なく以前と同様の入退会情報がサバンナに反映されているこ
とが、荘ITアドバイザーから報告された。 
●ライオン誌公式SNS 
　ライオン誌が運用している公式SNSの登録者数のデータを確認した。 
●ライオン誌広告料金 
　印刷版春号から判型をA4版に変更したことに伴い、広告のサイズを変更
して料金は据え置くことを決定。社団の発行となって以降、広告出稿が会
員に限定されている理由について質問があり、会計処理上の問題による措
置であるとの説明を受けた。会員以外の広告掲載の可否に関して検討して
もらえるよう、社団の専務理事である増澤事務長に依頼した。 
●印刷版有料誌 
　今年度、クラブ事務局保管用や公共施設等への配布用としてライオン誌
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の定期購読を申し込んでいるクラブが約200クラブある。これらのクラブに
2024-25年度購読継続の有無を確認し、継続するクラブには7月以降に年間4
回発行分の請求書を発送する。 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回以降開催予定】 
        6月13日（木）14:00～16:30   第11回会議（集合／日本ライオンズ事務所）＊Zoom併用 
        7月 8日（月）14:00～16:00   第12回会議（Zoom）＊新旧合同 
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第11回会議  報告書 

 
日　時：2024年6月13日（木）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ 事務局・Zoom併用 

出席者： 国際理事                            城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　）＊Zoom  

　　　　委員長                               藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　）＊Zoom  

　　　　委員                                   馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　）＊Zoom  

　　　　委員                                   渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ
ブ　）＊Zoom  

   　　　一般社団法人理事長         田名部智之（青森県･八戸ライオンズクラ
ブ　）＊Zoom  

　　　　一般社団法人常務理事     星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長　 

欠席者： 国際理事                            鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                            濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　   一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 

　　　　委員                                   三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　）　　　　　　　　

　　　　委員                                   上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　ITアドバイザー                 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）　 

 
 

◉ 
 

　藤谷委員長から開会あいさつがあり、5月17日に開催された第3回ライオン誌検討
委員会において、国際会則及び付則、理事会方針書第16条 ライオン誌、複合地区会
則にのっとり問題を解決し、社団の田名部理事長と共に確認書に署名したことが報
告された。続いて城阪国際理事からあいさつがあり、「ライオン誌の問題が皆が納
得した上で解決を見た。これを機にこれまで以上に良い記事を作っていってほし
い」との発言があった。田名部理事長のあいさつでは「時代の変わり目に当たり、
検討委員会において問題解決に向かったのと並行して、どのようにより良いライオ
ン誌を編集していくかを皆さんと共に考えてこられたことをうれしく思う」との発
言があった。その後、出席者を確認し、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入っ
た。 

2023-24-L-M
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　【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2023年7月～24年4月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。4月には印刷版春号が発行され、今年度全4回の発行が完了
し、直接出版費は32,138,588円で、予算執行率101.1%となった。印刷版は36
ページ3回、44ページ1回の予算としていたが、国際協会の指定記事掲載の
ために44ページが2回になったことによる。毎月発行のデジタル版関連費は
10回発行した時点で、4,286,046円（同61.6%）。当初予定より取材回数が減
った分、支出が抑えられている。予算に沿って運営されていることを確認
した。 

　直接出版費の原稿料・編集費の中には、これまで印刷版レイアウトの外
注費が含まれていたが、春号からは社団の増澤事務長が担当して内製化し
た。これについて田名部理事長から、増澤事務長の本業が印刷業であるた
めに可能なもので、事務長としての本来の職務に追加で行う仕事に対して
は、外注よりも安価な金額で支払いをすべきとの見解が示された。本日は
増澤事務長が欠席のため、次回委員会で確認する。 
●第3回ライオン誌検討委員会（5月17日）報告 
　第3回ライオン誌検討委員会について、田名部理事長から概要として以下
の報告があった。 

●　事務所合併当時からの見解の相違や認識のズレなどにより生じていた
諸問題について、相互に歩み寄って解決し、再び問題がぶり返すこと
のないよう、署名入りの確認書を作成した。 

●　昨年度、当時の国際理事連名のライオン誌に関する是正要望書が社団
に提出されたが、今回の確認書に対して異議がないことを元国際理事2
名に確認した。 

●　ライオン誌は理事会方針書にのっとり運営されることが大前提である
ため、国際協会のサンジーブ･アブジャ事務総長、ダン・ハービー マ
ーケティング部長、デイビッド・キングスバリー法務部長兼幹事によ
る回答文書に基づいて解決を図った。 

●　合併前のライオン誌余剰金は2億2,000万円と確定して社団の積立金とし
たこと、80円は全て社団の賛助会費であること、ライオン誌発行に必
要な経費は社団が負担することなどを確認した。 

●　確認書は日本ライオンズ事務所に原本1冊を保管しており、閲覧希望が
あれば事務所内で閲覧出来る。 

　報告の後に渕野委員から、ライオン誌委員には報告の内容をまとめた文
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書を配布してほしいとの要望が出され、田名部理事長から取りまとめたペ
ーパーを作成し提出するとの回答があった。また団編集長から、積立金2億
2,000万円の使途について質問があり、田名部理事長から「ライオン誌発行
に不足が生じた場合の費用の他、社団で必要が生じた時には、その時点の
理事や地区ガバナーと協議して支出していく性質のものである」と回答が
あった。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2024年6月号（6月1日公開）出来 
　公開済みの6月号出来を確認した。 
●2024年7、8月号更新予定（案） 
　7、8月号の主要コンテンツの内容と取材経費（概算及び精算額）を確認し
た。7月号「取材リポート」で取材を予定していた奉仕活動2件のうち1件が延
期になり、代替の手配が間に合わないためこの号の取材は1本のみとする。前回
委員会で8月号の取材対候補に挙げた奉仕活動の実施時期が変更になったため、
7月中の実施が予定されている別の奉仕活動を取材することを決定した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　7月及び8月中の実施が見込まれる奉仕活動の情報を確認。取材対象候補の選
択は団編集長に一任する。 

 
3. 印刷版編集関係 
●2024年夏号（7月25日発行）台割（案） 
　44ページ建ての台割を確認した。「表紙・国際会長ポートレート」
「2024-25年度国際会長テーマ」の指定記事の他、「メルボルン国際大会」
「2024-25年度地区ガバナー紹介」を掲載する。この号までは今年度委員会
が編集に当たり、「編集室」は上田委員（336複合）と渕野委員（337複合）が
担当する。「地区ガバナー紹介」には、就任予定者が未定の330-A地区は掲
載出来ないため、その旨の説明書きを添える。原稿と共に収集した各地区
ガバナーのスローガン及びテーマの一覧を確認した。 
 

4. 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
 

5. その他 
●ウェブマガジンの改修 
　前回委員会後、共同印刷の担当者との打ち合わせでバックナンバーの表
示方法について新たな提案があり、それを反映させた見積2点を確認し検討
した。より使い勝手が良く、管理がしやすい方法を採用して、改修作業を

－ 72 －



進めることとした。 
●ServannA（サバンナ）関係 
　国際協会の新しい会員種別「特典会員」の施行に伴う、サバンナでの特
典会員の項目追加は最終チェック段階で、近日公開の予定であるとの報告
を受けた 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回開催予定】 
        7月 8日（月）14:00～16:00   第12回会議（Zoom） 
       　＊新旧合同とし、次期委員会メンバーにはオブザーバーとして出席を要請する 
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（報告第５号）
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（議案第１号）
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（議案第２号）
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（議案第 3 号） 

ライオンズクラブ国際協会 
2024～2025 年度 

331－B 地地区区キキャャビビネネッットト会会則則 

第 1 条 名称 

   本組織を「ライオンズクラブ国際協会 331-B 地区キャビネット」（以下本規則において 

「地区キャビネット」という）と称する。 

第 2 条 目的 

地区内のライオンズクラブの融和と協調を図るとともに、ライオニズムを高揚するため

にライオンズクラブ国際協会の基本活動方針に従い、地区内の各ライオンズクラブの運

営を円滑ならしめることを目的とする。 

第 3 条 構成及び組織 

1. 地区は、その管轄地区内において結成され国際協会の承認を受けたすべてのライオンズ

クラブで構成する。 

2. 地区ガバナーは、地区ライオンズクラブの地理的位置により、10～16 のクラブからな

るリジョンに、また、各リジョンは 4～8 のクラブからなるゾーンに分ける。 

すべてのリジョン及びゾーンは、地区ガバナー独自の自由裁量により変更することが出

来る。 

第 4 条 キャビネット構成員・地区役員 

1. 地区キャビネット構成員は、次のとおりとする。 

(1) 地区ガバナー、前地区ガバナー、第一副地区ガバナー、第二副地区ガバナー、地区名

誉顧問会議長、キャビネット幹事、キャビネット会計、ゾーン・チェアパーソン 

(2) 会則委員長、コンプライアンス委員長、国際大会・国際協調委員長、薬物乱用防止・

献血献眼委員長、レオ・青少年育成委員長、アラート委員長、YCE 委員長、マーケテ

ィング・IT 委員長、平和ポスターコンテスト委員長、地区大会委員長 

(3) 上記（1）及び（2）の他に、地区ガバナーが必要と認めて任命する地区委員長及び各

コーディネーター。 

2. 前地区ガバナー、第一及び第二副地区ガバナー以外のキャビネット構成員は、地区ガバ

ナーによって任命される。 

3. 前記キャビネット構成員のうち、委員長は他の委員長を兼任することを妨げない。 

4. 地区委員及び第 4 条第 1 項に規定される以外の者は必要に応じ地区ガバナーによって

任命される。 

5. キャビネット構成員及び地区委員の任期は、地区ガバナーの任期と同じとする。 

ただし、必要とあれば地区ガバナーの任命により再任もあり得る。 
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第 5 条 キャビネット構成員及び地区委員の任務 

1. 前地区ガバナーは、地区の調和を図る。 

2. 第一及び第二副地区ガバナーは、地区ガバナーの監督と指示のもとに地区ガバナーの首

席補佐役を務める。 

3. キャビネット幹事は、地区ガバナーの指揮のもとにキャビネットの運営事務を司る。 

4. キャビネット会計は、地区ガバナーの指揮のもとにキャビネットの出納を司る。 

5. 運営委員長は運営委員を統括し、キャビネット幹事・キャビネット会計を補佐する。 

6. ゾーン・チェアパーソンは、地区ガバナーの指揮のもとに責任者としてゾーンの運営に

当たる。 

7. LCIF コーディネーターは、地区ガバナーの監督と指示のもとに LCIF の使命と重要性

を宣伝、啓発し LCIF 献金の理解と拡大を図る。 

8. GLT コーディネーターは、地区ガバナーの監督と指示のもとにリーダー発掘および指

導力育成のあり方等をコーディネートする。 

9. GMT コーディネーターは、新会員獲得を目的とするグローバル会員増強及び退会防止

をコーディネートする。 

10. GST コーディネーターは、地域のニーズにあった奉仕プログラムを推進し、LCIF との

連携によるシュアリング交付金事業の活用をコーディネートする。 

11. SCP・FWT コーディネーターは、地区ガバナーの監督と指示のもとに家族及び女性会

員の増強及びスペシャルティークラブ・支部活動の充実をコーディネートする。 

12. GET コーディネーターは、地区における新クラブ結成の取り組みを支援し、エクステ

ンションへの熱意を共有するライオンズのチームの立ち上げをコーディネートする。 

13. 地区会則およびコンプライアンス委員長は、地区ガバナーの指揮のもとに会員に対して

諸規則の周知を図り、諸活動においてコンプライアンスの意識高揚に努める。 

14. 地区国際大会・国際協調委員長は、地区ガバナーの指揮のもとに国際大会の意義を理解

し、複合地区との連携を密にして参加を奨励するとともに国際間の相互理解と協力の推

進に当たる。 

15. 地区薬物乱用・献血献眼委員長は、地区ガバナーの指揮のもとに薬物乱用防止教室の開

催に向け、資格認定講師育成のオンライン養成講座の実施の検討、輸血用血液不足の現

状を広く告知 PR し、地区内メンバーはもちろん、市民町民村民に献血活動を PR し、

その重要性に鑑み積極的な参加の呼び掛けを図る 

16. 地区レオ・青少年育成委員長は、地区ガバナーの指揮のもとにレオクラブの指導及び諸

活動を推進するとともに、年次大会の各クラブの記念事業の調整を行う。 

17. 地区 YCE 委員長は、地区ガバナーの指導のもとに国際間の相互理解を深め、複合地区

YCE 委員会との連携を密にし、青少年の交換事業を推進する。 

18. 地区マーケティング・IT 委員長は、地区ガバナーの指揮のもとにリジョン内の慶弔、各

クラブの事業等に関わり、ゾーン・チェアパーソンとの連携のもとに取材 PR を積極的

に行う。また、地区内クラブ間の情報の共有化及び、地域に対する周知宣伝活動を行い、

又国際的ライオンズクラブの IT 化に対応すべく、クラブの IT スキル向上を複合地区と

の連携を図り推進する。 

19. 地区国際平和ポスターコンテスト委員長は、地区ガバナーの指導のもとに国際平和ポス

ターコンテストへ応募する子どもたちに、平和への希求、地域広報活動及び国際理解の
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機会を与える。 

20. 地区アラート委員長は、地区内外の大規模自然災害発生時の支援体制の検討を行う。 

21. 地区長期計画リサーチ委員長は、ガバナーの指揮のもとに地区内の複数年にわたる事項

を検討し、地区ガバナーに報告する。 

22. 地区大会委員長は、キャビネットの指示を受け、大会の設営その他に当たる。 

23. 地区会計監査委員は、年度内の会計を監査し地区ガバナーに報告する。 

第 6 条 地区ガバナー諮問委員会 

1. 地区ガバナー諮問委員会（以下「諮問委員会」という）は、ゾーン・チェアパーソンを

議長とし、ゾーン内のクラブ会長、第１副会長及び幹事で構成される地区ガバナーの諮

問機関である。 

2. 上記１以外にゾーン･チェアパーソンが必要と認めた場合はオブザーバーとして参加でき

る。 

3. 諮問委員会議長は年 4 回定期会議を開催するものとする。（各 Z の事情を考慮して招集

する） 

4. 諮問委員会の各構成員は、クラブ会則及び付則に従って、ゾーン内の各クラブが望まし

い発展を遂げるようゾーン・チェアパーソンを補佐するものとする。 

第 7 条 地区ＧＡＴ（グローバルアクションチーム） 
1. 地区ガバナーのもと、GLT、GMT、GST、SCP・FWT、GET 各正副コーディネーター

で構成される。 

2. 人道奉仕・会員増強・指導力育成、スペシャルティクラブ・クラブ支部支援、女性・家

族会員サポートを進めるための取り組みを行う。 

第 8 条 地区会計 

1. 地区内のライオンズクラブは、地区の運営に必要な費用を負担する。 

2. 地区ガバナーは、会員の中から委嘱した 2 名以上の監査委員によって、年 2 回以上経

常会計のほか、地区大会その他各種事業などの特別会計のすべてにわたって会計監査を

受けるものとする。 

3. 地区の会計年度は、2024 年 7 月 1 日から 2025 年 6 月 30 日までとする。 

4. その他、地区会計については複合地区会計会則を準拠する。 

第 9 条 事務局の設置 

1. 地区キャビネット事務局を【北見市北４条東４丁目３ 伊東ビル３Ｆ】に置く。 

2. 地区キャビネットの事務局設置は、2024 年２月 1 日から 2025 年 7 月末までとする。 

3. 事務局には、事務局長及び必要な職員を置き、キャビネット事務局を掌握させる。 

第 10 条 その他 

1. この会則に定めるものの他、必要な事項は別に定める。 

2. この会則は、2024 年 7 月 1 日から施行し、2025 年 6 月末をもってその効力を失う。

ただし、次期キャビネットの引継が前段の終期まで整わない場合は事務引継までとする。 
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（議案第７号）

【収入の部】
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　　　2024-2025年度
３３１－Ｂ地区表彰規程

【ガバナーズ・アワード】

1 ガバナーズ･アワードは、クラブの創意工夫により積極的にライオニズムの高

揚を図るとともに､多くの会員が地域住民と共に参加し地域社会に密着貢献された

アクティビティを主眼とする。

2 毎月のサバンナ、Lion Portal等、決められた期日を厳守

決められた書類を提出されたクラブ、及び国際本部、複合地区、準地区の規則に

定まった諸費を納入されたクラブより表彰する。

3 表彰対象審査期間は、特に別記して定めたもの以外は２０２４年４月１日から

翌年３月３１日までとする。

【表彰の種類】

1 ガバナー特別賞

　　　　ガバナーの基本方針に基づくもの、国際会長プログラムに則った熱意とアイ

　　　　ディアに溢れた奉仕活動を組織的に展開し、積極的にライオニズムの高揚に

　　　　寄与したクラブをゾーン・チェアパーソンの推薦により表彰する。

2 グットスタンディング賞

　　　　すべて定められた記述や期間を厳守し、特別な活動をした顕著なクラブを

　　　　表彰する。尚、受賞資格審査機関は２０２４年４月１日から第７１回地区

　　　　年次大会の本登録締切日までとする。

3 アクティビティ賞

　　　　アクティビティ報告書により、金銭・労力・献血活動のバランスがとられた

　　　　活動を展開したクラブを審査し表彰する。

4 青少年育成活動賞

　　　　青少年育成活動に積極的に取り組み、その結果が顕著なクラブ及び個人を

　　　　地区委員会推薦により表彰する。

5 情報活動賞

　　　　クラブ会報やＰＲ活動に積極的に取り組み、評価の高いクラブを表彰する。

（議案第12号）
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各コーディネーター 

各委員会 報告 
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地区 LCIF コーディネーター報告　

Ｌ．伊　東　隆　志

　LCIF はライオンズの国際重点分野と同じく、視力保護、青少年、災害援助、人道支援、糖尿病、

小児がん、環境保全、食料支援の 8 分野に重点を置き、ライオンズと協力して、世界中の多くの方々

に救いの手を差し伸べています。

　このように、ライオンズと LCIF は、車の両輪に例えられるように、密接に連携しているのです。

　労力奉仕は我々の得意とするところですが、我々の手が届かないところにも LCIF を通じて奉仕の

輪を広げましょう。

　皆様のご協力、どうぞよろしくお願いいたします。

地区GLTコーディネーター報告　

Ｌ．広　瀬　寛　人

　2024 年６月１日に北見市で開催された次期地区コーディネーターとゾーン・チェアパーソン会議の

冒頭で伊東ガバナーから示された地区スローガン「明るく、楽しい、ライオンズ」を目にした時、正

に我が意を得たり！思わず膝を叩きました。コロナ禍で人が集うこと自体をタブー視される重苦しい

３年間を過ごし漸く５類に移行され徐々に正常な活動が取り戻されつつある最中、どうもモヤモヤし

たすっきりしない雰囲気が漂う時代をバサッと一刀両断にして誰にでも一瞬で腑に落ちるスローガ

ン。リーダーに求められる大きな役割として目指すべき方向を明確に示すことと言われますが、ライ

オンズが置かれている現下の状況を斟酌しながらもメンバーの心に届く次期ガバナーの魂の籠った問

いかけに一年間どの様に応えていくのか背筋が伸びる思いで受け止めました。

　スローガンに込めた思いを述べられた後に４つの基本方針が示されましたが、２番目に「指導力

育成でクラブ活性化」これは正に GLT コーディネーターの広瀬第２副地区ガバナーが先頭に立って

331-B 地区を牽引して欲しいとのご指示！取組が足りず留年 GLT コーディネーターに再度奮起して働

くようにと発破をかけられました。ライオンズクラブ国際協会のウェッブサイトを開きますとライオ

ンズ学習センター（LLC）にアクセスすることが出来ます。各研修取組に対する助成金制度もあり単

一地区にも 1800 ドル！も支援頂くプログラムを見つけましたが、25 名程度の規模で２泊３日のスケ

ジュール。う～ん現実的でないな・・・。私も昨年度受講した公認ガイディング・ライオンの研修が

良いのか？ライオンズクラブ入門を各クラブでしっかり取組んで頂けるよう働きかけするのか？各ク

ラブの指導力育成委員長と意見交換をすべきか？色々と考えましたが各リジョンの諮問委員会にお邪

魔して直接打ち合わせをする所から着手したいと決意しました。出来うる限り年内に、詰まり第１・

２回諮問会議までに５Ｒを訪問することを目標に致しましたので各Ｒのゾーン・チェアパーソンの皆

様、各クラブの役員の皆様、「明るく、楽しい」クラブ運営の為に指導力育成に一緒に取り組みましょ

う！
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地区ＧＭＴコーディネーター報告　

Ｌ．矢　吹　定　夫

　地区ガバナー伊東隆志ライオンの基本方針に沿って下記の行動目標とします。

①　地区スローガンは、「明るく、楽しい、ライオンズ」であります。

　地区 GMT コーディネーターは、地区の会員増強を目的とする役割です。

　そもそも、自分の所属するライオンズクラブが「明るく、楽しく」なければ大切な友人を

引き込む事が出来るでしょうか。その根本を全員で考え、原因があれば改革をする努力が必

要です。

　他クラブは、ライオンズ国際協会の目的を同じくする大切な友人であり、会員増強に関し

ては、ライバルでもあります。ライオンズクラブの組織に傾注するあまり、一部の会員に疎

外感を生む様なクラブになってはいけないと思っています。

②　SWOT 分析について

　稚内キャビネットにて実施された SWOT 分析の回答率は、69（％）であります。

　ガバナー方針は、今後も SWOT 分析を推進してゆく事となりました。

　未回答のクラブには、引き続き回答をお願いして行きます。

　各提出クラブにより記述された貴重な文章を整理し、読み解き、分析作業を行います。

　分析を担当する構成メンバーを早急に決定する必要があると思います。

③　ミッション 1.5 の目標

　ガバナー方針の目標は、新クラブ～プラス１クラブ、新会員純増～プラス 10 名です。

　2024 年５月度の現状は、クラブ数～マイナス１クラブ、会員数～マイナス 25 名であり、

現状は、大変厳しい結果となっています。

　会員増強の手法である GMA（グローバル・メンバーシップ・アプローチ）を北見キャビネッ

ト特に各コーディネーターが研究しゾーン・チェアパーソンに説明する必要があります。し

たがってゾーン単位で各クラブに直接、接するゾーン・チェアパーソンの役割は、大変大き

いのです。

　そして、各クラブには、目標達成のための「行動計画」を作成して頂く事となります。

　お願いする事ばかりですが、今後ともどうぞ宜しくお願い致します。
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地区GSTコーディネーター報告　

Ｌ．喜　多　武　彦

　この度、ガバナーＬ．伊東隆志より、GST コーディネーターを拝命いたしました士別ライオンズク

ラブ所属Ｌ．喜多武彦です。

　今期のガバナースローガンは「明るく、楽しく、ライオンズ」であります。端的であり、明確に方

向性を示していただきました。

　GST の取り組みは、献血・献眼が主体であり推進にあります。

　献血においては、毎年度の目標を会員各位の努力と工夫・協力により達成してきており、今年度も

旧に倍する協力とご支援をお願いするところであります。また、献眼においては、その手法・手段の

浸透をより図ることが必要と思われます。

　前ガバナーＬ．藤原回向が掲げた「環境保全」を踏襲しながら「環境への取り組みの推進」をガバナー

Ｌ．伊東隆志が掲げておりますので、クラブができる SDGs の取り組みの情報・共有を発信してまい

ります。アクティビティを通じて「明るく・楽しい・ライオンズ」を一年間念頭におき活動が出来る

ことを切に願いながら、会員各位のご協力を賜ることをお願い申し上げながら挨拶に代えさせていた

だきます。

　よろしくお願いいたします。

地区スペシャルティクラブ FWTコーディネーター報告　

Ｌ．大　津　幸　三

　今年度、北見キャビネットの地区 SCP・FWT コーディネーターに任命されました。

　昨年に引き続きの要職でありますが、昨年は始動が遅く、十分な成果を上げられずに１年が過ぎて

しまいました。今年度は SCP については、村山 GET コーディネーターにお任せすることとし、家族

会員、女性会員の増強支援、そしてクラブ支部の結成支援に注力したいと考えております。増強のた

めに、どんな勧誘手法があるのか、具体的事例を提示し、各地区各クラブの会員増強のヒント、ガイ

ドとなれるようなアドバイスをし、会員増強につなげたいと思います。

　また事業としては、小児がん患者支援のためのヘアドネーションを主に推し進めたく、各リジョン・

ゾーンへお願いしたいと思います。第５リジョン北見白樺ＬＣの取り組みを成功例として参考にさせ

ていただき、各地区への啓蒙・普及に努めたいと思います。

　昨年度より、具体的成果が表れるように、しっかりとした計画の元、活動を進めたいと考えます。

　各地区ＺＣを始めとしますメンバーの皆さまには、それぞれのクラブが「明るく、楽しいライオンズ」

となり、今後の活動が有意義なものとなる一助になれるよう尽力したいと考えます。

　一年間、よろしくお願い申し上げます。
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地区ＧＥＴコーディネーター報告　

Ｌ．村　山　　　聡

　今年度、地区 GET コーディネーターを務めさせていただきます、名寄ＬＣ所属Ｌ．村山聡です。

　伊東ガバナーのもと 331-B 地区の GAT（グローバルアクションチーム）の一員として、GMA（グロー

バルメンバーシップ・アプローチ）の推進に向けて一年間活動し、伊東ガバナーの基本方針にありま

すミッション 1.5 を進めていくために、１新クラブの結成・純増 10 名を目標に活動をしていきたいと

思います。

　近年、著しい会員の減少とクラブの解散が目立ち、我々 331-B 地区のみならず、ライオンズクラブ

全体の近々の課題になっています。一昨年の旭川バーチャルＬＣのように新しい形態のＬＣの結成を

参考にしながら、参加しやすくて馴染みやすく、伊東ガバナースローガンの、“明るく、楽しい、ラ

イオンズ”をＰＲしながら、新クラブ結成に向けて汗をかいていきたいと思います。

　メンバー一人一人が会員増強を常に意識して頂き、新クラブ結成に向けて何か気づいた事が有れば、

Ｚ・Ｃを通じて情報を提供していただきますようお願いいたします。

　本年度、大変微力では有りますが、皆さんのご理解とご協力を頂き目標達成に向けて邁進する覚悟

でおりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

長期計画リサーチ委員会　

委員長　Ｌ．藤　原　回　向

　稚内 CAB ガバナーを１年間務めさせて戴いた私は、皆様と一緒に様々なライオンズ活動を行うこ

とが出来た事に感謝申し上げますと共に、北見 CAB に於いて長期計画リサーチ委員長の大任を仰せ

付けられた事に責任の重さを痛感しています。

　私は、現在 331-B 地区内でバラバラな、CAB 事務局及び各クラブの IT システムを統一することを

計画しており、これによって CAB、クラブ間の情報共有や効率化を図るとともに、メンバーや地域社

会へのサービス向上に繋げる狙いがあります。

　私は IT システムの統一によってクラブ活動の管理効率化や情報の透明性が向上し、意思決定や、

プロジェクトの進行がスムーズに行われることを期待しています。又、異なるクラブ間と CAB での

情報共有や連携が容易になることで、それぞれのクラブが持つ強みや活動内容をより効果的に組み合

わせることが可能となり、地域社会への貢献がより大きくなると考えています

　長期計画リサーチ委員長として、IT システムの統一に向けた具体的な計画策定や実行を進言するこ

とで、331-B 地区全てのクラブが一体となって、より効果的な活動を展開するための基盤づくりを提

言することに務める決意を持っています。
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地区大会委員会　

委員長　Ｌ．岩　崎　雅　人

　第 71 回地区年次大会を担当させていただく北見ライオンズクラブ岩崎でございます。

　地区大会委員会は、スタートして間もないため具体的にご報告できないのがありますが、大会の日

程、会場については、決定しておりますのでご報告申し上げます。

　第 71 回地区年次大会は 2025 年 5 月 24 日土曜日、代議員会・大会式典は北見市民会館と考えてお

ります。

　記念ゴルフコンペは、北見ハーブヒルカントリークラブです、日時は確定していません。

　まだまだ決めて行かなければならない事が多々ございますが、ホストクラブ皆様のご協力のもと、

年次大会に来ていただく皆様に良かった、楽しかった、来てよかったなど記憶に残る大会を目指して

いきたいと思っています。

　大会まであまり時間はありませんが、あらためて我々委員会、ホストクラブの皆様のご協力を心よ

りお願い申し上げます。

会則委員会・コンプライアンス委員会　

委員長　Ｌ．白　川　利　幸

　北見ライオンズクラブ所属の白川でございます。会則委員長を仰せつかり、今期、331-B 地区では

初めて設けられましたコンプライアンス委員長も併せて拝命いたしました。立ち上がったばかりの委

員会ではございますが、キャビネット会則にもありますように地区ガバナーの指揮のもと、会員に対

して会則、規則の周知徹底を図り、諸活動においてのコンプライアンスの意識高揚に努めてまいりま

すので一年間ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

国際大会・国際協調委員会　

委員長　Ｌ．岡　村　廉　明

　この度図らずも『国際大会・国際協調委員会』の委員長という大役を拝命いたしました。ご指名を

頂いたからには微力ではありますが、誠心誠意務めさせていただく所存です。

　世界の情勢は一部で戦争状態や紛争の絶えない地域があることは現実であり、何の罪もない市民や

子供たちの命が脅かされていることは心痛に堪えないところです。安全な日本という国の中にいなが

らにして私たち一人一人に出来ることは何なのか、『国際協調』について勉強させていただきながら

活動に繋げてゆくことが出来ればと考えております。

　短い１年間ですがどうぞよろしくお願いいたします。
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薬物乱用防止・献血献眼委員会　

委員長　Ｌ．山　中　大　輔

　この度、薬物乱用防止・献血検眼委員会の委員長に就任いたしました、第５Ｒ第１Ｚ北見白樺ライ

オンズクラブ所属のＬ．山中大輔と申します。皆さまのご支援とご協力に心から感謝申し上げます。

　近年、薬物乱用による問題は深刻な状況となっており、若年層における大麻や覚醒剤の使用が増加

している現状です。心身に深刻な影響を及ぼすだけでなく、家庭や職場、友人関係など、個人の社会

的な繋がりをも破壊する状況となります。より啓発活動を行っていけるよう薬物乱用防止教育認定講

師養成講座の認定取得と更新を促進し、多くのメンバーに受講していただけるようオンラインなども

併用し開催を行ってまいります。

　また血液の供給は医療現場で不可欠であり、多くの患者さんの命を救うために必要です。献血の重

要性を広く訴え、多くの方々に参加を呼びかけます。定期的な献血キャンペーンを実施し、血液供給

の安定を図ってまいります。

　皆さまと共に安全で健全な社会を築くために全力を尽くしてまいりますので、ご支援とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

レオ・青少年育成委員会．アラート委員会．YCE委員会　

委員長　Ｌ．浅　野　敬　一

　レオ・青少年委員長、ＹＣＥ委員長、アラート委員長を仰せつかりましたＬ．浅野敬一でございます。

　３つの委員長ということで、やらなければならないことも３倍ですが全力で取り組んでまいります。

　とりわけアラート委員会ですが私は一般社団法人日本ライオンズアラート委員会 331 地区委員長と

いうことで、これからまだまだ日本での災害が発生の可能性が高い中、全国単位での会議内容や災害

時の対応についてできるだけメンバーの皆様に周知していただくため発信をしてまいります。

　YCE 委員会につきましては本年度は活発な活動が再開しております。受け入れ先との連携を取りな

がら事故なく終了するよう努力してまいります。

　レオ・青少年委員会につきましては、本年度はレオのオータムキャンプが再開されます。

　これから詳細を決めてまいりますが、たくさんのライオンにも参加をお願いいたします。

　各レオクラブ共、メンバーの募集をしておりますが、メンバーの減少に歯止めがかかっておりませ

ん。

　各ライオンにお願いですが、メンバー増強にご協力をいただきたい。
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マーケティング・IT 委員会　

委員長　Ｌ．伊　藤　慎　司

　マーケティング・IT 委員長の北見ＬＣ所属の伊藤慎司です。どうぞよろしくお願いいたします。

　エコー誌につきましては、例年通り年６回の発行といたします。

　各号に掲載する内容は、各クラブの活動報告や委員会報告を中心に掲載する予定です。

　各クラブの皆様、各委員会の皆様には、記事など依頼させていただきますのでご協力の程、お願い

いたします。

　ホームページにつきましては、前キャビネットからのホームページを活用させていただく事となり、

７月中に北見キャビネットとして閲覧できるように進めております。少しでも関心が持てるよう取り

組んでまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

平和ポスターコンテスト委員会　

委員長　Ｌ．折　笠　　　充

　ライオンズクラブ国際平和ポスターコンテストは、30 年以上にわたり約 400 万人以上の子どもたち

が参加してきました。過去に２度日本からも大賞を受賞しています。

　子どもたちに「平和」の大切さを考えてもらうと同時に、芸術と創造の力を発揮する機会を提供し、

世界中の人々が「平和」の重要性を再認識できることを目指しています。

　今年のテーマは「限りない平和」です。

　限りない平和の理念を追求すれば、世界を思いやりで満たす無限の可能性があることを伝えるポス

ターの制作を子どもたちに呼びかけています。

　応募資格は、2024 年現在で 11 ～ 13 歳になっている児童・生徒。締め切りは 2024 年 11 月５日（消

印有効）で、北見 CAB へ作品は折らずにご送付ください。

　詳細は３月４日付次期北見 CAB より皆様のクラブにご案内しておりますのでご確認お願い致しま

す。

　応募作品の審査は、伊東ガバナーをはじめ、CAB 役員の方々にご協力をお願い申し上げます。

　また、作品は多くの方々に見て頂きたいと考えておりますので、地区年次大会にて掲示する予定で

おります。

　各クラブの皆様におかれましては、小中学校や各種団体にお声がけいただき、多数の作品が応募に

つながるようご協力をお願い申し上げます。
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333311複複合合地地区区 氏　名 所属クラブ名 331複合地区ガバナー協議会事務局

協議会議長 諏訪
す わ

　昇三
しょうぞう

札幌時計台 〒060-0809

(2020- 2021年度　A地区ガバナー） 北海道札幌市北区北9条西3丁目

小田ビル5階

Tel （011）758-8866 Fax （011）758-8885

E-mail: md331@ruby.ocn.ne.jp

333311--ＡＡ地地区区 氏　名 所属クラブ名 331-A地区キャビネット事務局

地区ガバナー 美田
み た

　法賢
のりかた

札幌パイオニア 〒060-0809

第1副地区ガバナー 山﨑
やまざき

　　巌
いわお

札幌北の杜 北海道札幌市北区北9条西3丁目

第2副地区ガバナー 小田ビル5階

キャビネット幹事 加茂
か も

　貴幸
たかゆき

札幌パイオニア Tel （011）758-8881 Fax （011）758-8882

キャビネット会計 其田
そ の だ

　勝則
かつのり

砂川 E-mail: info@lc331-a.jp

333311--ＢＢ地地区区 氏　名 所属クラブ名 331-B地区キャビネット事務局

地区ガバナー 伊東
い と う

　隆志
た か し

北　見 〒090-0024

第1副地区ガバナー 大島
おおしま

　尚久
なおひさ

釧路みなと 北海道北見市北4条東4丁目3

第2副地区ガバナー 広瀬
ひ ろ せ

　寛人
ひ ろ と

富良野 伊東ビル3F

キャビネット幹事 二宮
にのみや

　雄一
ゆういち

北　見 Tel (0157)33-4445 Fax (0157)33-4446

キャビネット会計 山田
や ま だ

　兼
かず

士
ひと

北　見 E-mail: kitami-cab@hyper.ocn.ne.jp

333311--ＣＣ地地区区 氏　名 所属クラブ名 33１-C地区キャビネット事務局

地区ガバナー 齋藤
さいとう

　尚
なお

仁
ひと

函館北斗LC 〒041-0851

第1副地区ガバナー 髙橋
たかはし

　伸介
のぶゆき

室蘭東LC 北海道函館市本通２丁目10番24号

第2副地区ガバナー 山本
やまもと

　憲治
け ん じ

小樽みなとLC

キャビネット幹事 後藤
ご と う

　　彰
あきら

函館北斗LC Tel （0138）86-9616 Fax （0138）86-9617

キャビネット会計 渡辺
わたなべ

　俊二
しゅんじ

函館北斗LC E-mail: hakodate331-c@saito-n.jp

2024-2025　331複合地区および準地区情報
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〒090-0024 北見市北４条東４丁目３ 伊東ビル３Ｆ
TEL 0157-33-4445　FAX 0157-33-4446
Ｅ-mail：kitami-cab@hyper.ocn.ne.jp

北見キャビネット事務局


